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経
済
の
好
循
環
の
実
現
に

向
け
た
政
労
使
会
議

「
賃
金
上
昇
」
に
向
け
た
三
者
の
取
り

組
み
課
題
を
確
認

　

二
〇
一
三
年
の
春
闘
か
ら
政
府
は
、
安
倍

政
権
の
経
済
政
策
上
の
最
大
課
題
で
あ
る
デ

フ
レ
か
ら
の
脱
却
に
は
「
賃
金
の
上
昇
が
不

可
欠
」
と
し
て
、
経
済
界
に
賃
上
げ
を
要
請

し
続
け
て
き
た
。
さ
ら
に
企
業
に
対
し
て
は
、

税
制
面
の
優
遇
策
な
ど
賃
上
げ
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
の
準
備
を
す
す
め
な
が
ら
、
九
月
二

〇
日
に
「
経
済
の
好
循
環
実
現
に
向
け
た
政

労
使
会
議
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
（
写
真
）。

　
「
景
気
回
復
の
動
き
を
デ
フ
レ
脱
却
と
経

済
再
生
に
つ
な
い
で
い
く
に
は
、
企
業
の
収

益
拡
大
が
速
や
か
に
賃
金
上
昇
や
雇
用
拡
大

に
つ
な
が
り
、
消
費
の
拡
大
や
投
資
の
増
加

を
通
じ
て
、
さ
ら
な
る
企
業
収
益
の
拡
大
に

結
び
つ
く
『
経
済
の
好
循
環
』
を
実
現
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
」。
こ
の
認
識
の
下
、

経
済
界
、
労
働
界
、
政
府
が
取
り
組
む
べ
き

課
題
に
つ
い
て
の
共
通
認
識
を
醸
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
設
け
ら
れ
た
。

　

政
労
使
会
議
は
五
回
の
会
合
を
重
ね
、
一

二
月
二
〇
日
に
、
賃
金
引
き
上
げ
に
向
け
て

政
労
使
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
取
り
組
む
こ

と
を
盛
り
込
ん
だ「
経
済
の
好
循
環
実
現
に
向

け
た
政
労
使
の
取
組
に
つ
い
て
」と
題
す
る
文

書
を
確
認
し
た（
Ｐ
10
～
11
に
全
文
掲
載
）。

　

文
書
は
、
①
賃
金
上
昇
に
向
け
た
取
組
、

②
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
関
す
る
取

組
、
③
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア

景気回復と雇用・労働特集

　安倍第2次内閣の発足から１年、「成長戦略」の矢が放たれてから半年が経過した。第１
の矢（大胆な金融政策）、第２の矢（機動的な財政政策）などの効果もあり、景気は回復傾
向にある。昨年12月の日銀短観では中小・非製造の業況判断DⅠがバブル崩壊（1991年）
以降、初となるプラスに転じた。また、同月の月例経済報告の基調判断では、４年ぶりに「デ
フレ状況ではなくなった」との判断を示した。こうした動きを踏まえ、特集ではデフレ脱却
のカギを握る賃金の引き上げに向けた政労使会議の動向などのほか、地域シンクタンク・モ
ニターより寄せられた報告から、地方におけるアベノミクスの効果と今年の展望を紹介する。

――賃上げと地域経済をめぐる動向
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ア
ッ
プ
・
処
遇
改
善
に
向
け
た
取
組
、
④
生

産
性
向
上
と
人
材
の
育
成
に
向
け
た
取
組
―

―
の
四
本
柱
で
構
成
し
て
い
る
。
ま
ず
、
デ

フ
レ
脱
却
に
向
け
た
経
済
の
好
循
環
を
起
動

さ
せ
る
た
め
に
、「
経
済
の
好
転
を
企
業
収
益

の
拡
大
に
つ
な
げ
、
そ
れ
を
賃
金
上
昇
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
し
、

こ
う
し
た
好
循
環
を
全
体
に
波
及
さ
せ
る
と

と
も
に
、
持
続
的
な
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
す
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
政
府
の
役
割
と
し
て
は
、

所
得
拡
大
促
進
税
制
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

企
業
収
益
を
確
実
に
賃
金
上
昇
に
つ
な
げ
る

た
め
、
復
興
特
別
法
人
税
の
一
年
前
倒
し
で

の
廃
止
を
盛
り
込
ん
だ
。
こ
の
ほ
か
、
経
済

界
へ
の
要
請
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
こ
う

し
た
好
循
環
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

へ
の
波
及
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、
賃
上
げ
状

況
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
、
公
表
す
る
と
し

て
い
る
。

　

労
使
に
対
し
て
は
、
こ
う
し
た
政
府
に
よ

る
環
境
整
備
を
踏
ま
え
て
、「
各
企
業
の
経
営

状
況
に
即
し
、
経
済
情
勢
や
企
業
収
益
、
物

価
動
向
も
勘
案
し
な
が
ら
十
分
議
論
を
行
い
、

企
業
収
益
拡
大
を
賃
金
上
昇
に
つ
な
げ
て
い

く
」
と
明
記
。
そ
の
際
、
こ
れ
を
賃
金
上
昇

だ
け
で
な
く
、「
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く

と
い
う
観
点
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を
検

討
す
る
」
こ
と
も
付
け
加
え
て
い
る
。

　

中
小
企
業
に
対
す
る
取
り
組
み
で
も
、
労

使
は
、「
各
企
業
の
経
営
状
況
や
今
後
の
経
済

状
況
等
に
応
じ
つ
つ
、
日
本
経
済
の
好
転
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
企
業
収
益
の
拡
大
を

賃
金
上
昇
に
つ
な
げ
て
い
く
」
と
確
認
。
一

方
、
政
府
も
「
事
業
革
新
や
新
陳
代
謝
に
必

要
な
設
備
投
資
支
援
に
あ
た
り
、
賃
上
げ
実

施
す
る
事
業
を
優
先
採
択
す
る
」
な
ど
、
賃

金
上
昇
を
促
す
。
さ
ら
に
中
小
企
業
投
資
促

進
税
制
の
拡
充
に
加
え
、
消
費
税
増
税
分
の

円
滑
・
適
正
な
転
嫁
が
阻
害
さ
れ
な
い
よ
う
、

是
正
措
置
等
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
も
う

た
っ
た
。

　

さ
ら
に
下
請
け
関
係
を
含
む
企
業
取
引
に

も
言
及
。「
物
価
や
仕
入
れ
価
格
上
昇
に
伴

う
転
嫁
に
つ
い
て
し
っ
か
り
取
り
組
む
」
と

し
、
と
く
に
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を

調
達
先
と
す
る
企
業
は
、「
復
興
特
別
法
人
税

の
廃
止
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
取
引
価
格
の
適

正
化
に
努
め
る
」
と
踏
み
込
ん
だ
。

　

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
処
遇
改
善
で
は
、

経
済
全
体
の
底
上
げ
が
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、

正
規
・
非
正
規
の
二
元
的
な
働
き
方
を
固
定

化
さ
せ
な
い
た
め
、労
使
は「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
の
た
め
の
多
様
な
形
態
の
正
規
雇
用
労
働

者
の
実
現
・
普
及
や
人
事
処
遇
制
度
の
普
及
・

活
用
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

非
正
規
雇
用
労
働
者
が
そ
の
意
欲
と
能
力
に

応
じ
て
正
規
雇
用
労
働
者
に
転
換
す
る
道
筋

を
積
極
的
に
広
げ
る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
対
応
を
進
め
る
こ
と
で
一
致
し
た
。
政
府

は
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
拡
充
を
通
じ

て
支
援
す
る
。

　

生
産
性
向
上
に
つ
い
て
は
、
好
循
環
を
持

続
的
な
経
済
成
長
に
つ
な
げ
る
た
め
に
必
要

だ
と
し
、
そ
の
た
め
の
新
た
な
価
値
を
創
造

す
る
源
泉
と
な
る
の
が
人
材
育
成
だ
と
す
る
。

こ
の
た
め
、
企
業
は
積
極
的
に
設
備
投
資
や

研
究
開
発
を
行
う
と
と
も
に
、「
従
業
員
の
雇

用
形
態
に
応
じ
、
専
門
性
や
知
識
の
蓄
積
に

向
け
て
必
要
な
教
育
訓
練
を
推
進
」「
女
性
の

活
躍
の
促
進
や
多
様
な
人
材
の
活
用
を
図
る

と
と
も
に
、
各
個
人
の
希
望
と
企
業
経
営
上

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現

に
向
け
労
使
で
積
極
的
に
話
し
合
い
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
更
な
る
推
進
」

を
図
る
と
し
た
。
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他
方
、
労
働
者
は
、「
中
長
期
的
な
キ
ャ
リ

ア
形
成
も
見
据
え
つ
つ
、
自
己
啓
発
に
よ
る

自
ら
の
能
力
開
発
に
努
め
」、
政
府
は
設
備

投
資
・
研
究
開
発
の
支
援
と
あ
わ
せ
て
、
中

長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
に
向
け
た
環
境
整

備
を
進
め
る
。

成
長
戦
略
で
政
労
使
会
議
設
置
を
明
記

　

昨
年
六
月
一
四
日
に
発
表
さ
れ
た
、
い
わ

ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
三
本
目
の
矢
で
あ
る

「
経
済
再
興
戦
略
」(

成
長
戦
略)

に
、
政

労
使
の
三
者
に
よ
る
課
題
解
決
に
向
け
た
話

し
合
い
の
場
を
設
置
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

た
。「
成
長
戦
略
」
に
よ
っ
た
生
み
出
さ
れ

る
果
実
が
企
業
な
ど
の
供
給
サ
イ
ド
に
留
ま

る
こ
と
な
く
、
社
会
全
体
の
活
力
が
回
復
し
、

国
民
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

こ
と
も
必
要
だ
と
す
る
。

　

そ
の
た
め
、
賃
金
交
渉
や
労
働
条
件
交
渉

と
い
っ
た
個
別
労
使
間
で
解
決
す
べ
き
問
題

と
は
別
に
、
成
長
の
果
実
の
分
配
の
あ
り
方
、

企
業
の
生
産
性
の
向
上
や
労
働
移
動
の
弾
力

化
、
少
子
高
齢
化
及
び
価
値
観
の
多
様
化
が

進
む
中
で
の
多
様
か
つ
柔
軟
な
働
き
方
、
人

材
育
成
・
人
材
活
用
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
、「
長
期
的
視
点
を
持
っ
て
大
所
高
所
か
ら

議
論
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と
の
認
識
を

表
明
。「
従
来
の
政
労
会
見
や
経
営
者
団
体

と
の
意
見
交
換
と
い
う
形
と
は
別
に
、
政
・

労
・
使
の
三
者
が
膝
を
交
え
て
、
虚
心
坦
懐

か
つ
建
設
的
に
意
見
を
述
べ
合
い
、
包
括
的

な
課
題
解
決
に
向
け
た
共
通
認
識
を
得
る
た

め
の
場
を
設
定
し
、
速
や
か
に
議
論
を
開
始

す
る
」
と
し
た
。

　

甘
利
明
経
済
再
生
担
当
相
は
八
月
末
、
安

倍
首
相
と
会
談
後
、「
景
気
の
改
善
と
賃
上
げ

の
好
循
環
を
加
速
さ
せ
る
環
境
づ
く
り
」
に

取
り
組
む
よ
う
首
相
に
指
示
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
政
府
と
経
済
界
、
労
働
界
の
代
表
ら

で
構
成
す
る
「
政
労
使
会
議
」
を
九
月
中
に

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
考
え
を
正
式
表
明
。
九
月

二
〇
日
に
経
団
連
、
日
本
商
工
会
議
所
、
中

小
企
業
団
体
中
央
会
の
経
済
団
体
や
、
連
合

を
は
じ
め
と
す
る
労
働
組
合
の
代
表
、
有
識

者
の
ほ
か
、
政
府
か
ら
甘
利
氏
ら
関
係
閣
僚

が
参
加
し
て
、
第
一
回
の
政
労
使
会
議
が
開

か
れ
た
。

　

初
回
の
会
合
で
は
、
政
策
の
枠
組
み
や
労

使
の
今
後
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
大
所

高
所
に
立
っ
た
意
見
を
忌
憚
な
く
交
わ
す
場

と
す
る
一
方
、
個
別
の
賃
金
水
準
や
制
度
の

個
別
設
計
に
つ
い
て
は
、
直
接
議
論
の
対
象

と
し
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
課

題
に
応
じ
て
有
識
者
を
招
い
て
、
幅
広
く
議

論
す
る
こ
と
で
も
一
致
し
た
。

　

安
倍
首
相
は
初
回
の
議
論
を
踏
ま
え
、「
デ

フ
レ
脱
却
、
ま
た
経
済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を

取
り
戻
す
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
の
は
事
実
。

こ
の
動
き
を
、
企
業
収
益
、
そ
し
て
賃
金
・

雇
用
の
拡
大
を
伴
う
経
済
の
好
循
環
に
つ
な

げ
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
こ
こ
が
ま
さ
に
勝
負

ど
こ
ろ
。
政
府
と
し
て
も
、
好
循
環
実
現
に

向
け
て
思
い
切
っ
た
対
応
を
検
討
す
る
の
で
、

産
業
界
、
労
働
界
も
ぜ
ひ
大
胆
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

こ
の
会
議
に
対
し
て
、
経
済
界
に
は
賃
上

げ
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
に
警
戒
感
が
あ
る

一
方
、
連
合
は
こ
の
「
政
労
使
会
議
」
に
参

加
す
る
に
あ
た
っ
て
、
労
働
政
策
審
議
会
で

議
論
す
べ
き
課
題
は
扱
わ
な
い
こ
と
、
労
使

自
治
・
労
使
交
渉
に
政
府
は
介
入
し
な
い
こ

と
を
前
提
に
会
議
に
参
加
し
た
。
な
お
、
連

合
は
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
首
相
と
連
合

会
長
の
政
労
ト
ッ
プ
に
よ
る
「
政
労
会
見
」

出典：OECD「Economic Outlook 92」、総務省「消費者物価指数」「労働力調査」、内閣府「国民経済計算」より作成

第４回会議配付資料から
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を
再
開
さ
せ
る
よ
う
申
し
入
れ
て
き
た
経
緯

が
あ
る
が
、
安
倍
政
権
誕
生
以
降
、
開
催
さ

れ
て
い
な
い
。

初
回
会
合
で
は
各
界
か
ら
問
題
提
起
が

　

第
一
回
の
会
議
の
議
題
は
「
経
済
・
雇
用

環
境
の
現
状
」「
経
済
の
好
循
環
実
現
に
向
け

た
取
組
と
課
題
」。
内
閣
府
が
経
済
状
況
に

つ
い
て
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
企
業
の
経
常
利
益

は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
前
の
水
準
ま
で

回
復
し
て
い
る
と
報
告
。
一
方
、
欧
米
で
は

名
目
賃
金
の
上
昇
率
が
物
価
水
準
よ
り
上

回
っ
て
い
る
が
、
日
本
だ
け
は
、
名
目
賃
金

の
下
落
率
の
方
が
物
価
の
下
落
率
よ
り
も
大

き
く
、
欧
米
に
比
べ
、
生
産
性
の
伸
び
よ
り

も
一
人
あ
た
り
雇
用
者
報
酬
の
伸
び
方
が
低

い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

経
済
の
好
循
環
に
向
け
た
課
題
と
し
て
は

経
済
界
か
ら
「
業
績
が
本
格
的
に
改
善
し
た

企
業
か
ら
順
次
、
従
業
員
へ
の
報
酬
を
改
善

し
て
い
く
と
考
え
る
」（
米
倉
弘
昌
・
日
本
経

済
団
体
連
合
会
会
長
）、「
賃
金
上
昇
と
雇
用

の
拡
大
に
は
、
成
長
戦
略
の
早
期
具
体
化
が

不
可
欠
。
攻
め
の
中
小
企
業
政
策
が
必
要
で

あ
り
、
賃
上
げ
の
た
め
に
付
加
価
値
の
高
い

製
品
開
発
、
中
小
中
堅
企
業
の
設
備
投
資
を

喚
起
す
る
税
制
措
置
等
に
よ
っ
て
生
産
性
を

高
め
る
こ
と
が
必
要
」（
岡
村
正
・
日
本
商
工

会
議
所
会
頭
）、「
大
手
企
業
か
ら
の
買
い
叩

き
、
優
越
的
地
位
の
濫
用
、
不
当
廉
売
な
ど
、

不
公
平
な
取
引
方
法
に
対
す
る
規
制
の
強
化

を
図
る
必
要
が
あ
る
」（
鶴
田
欣
也
・
全
国
中

小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
）
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　

一
方
、
労
働
側
は
、「
今
後
の
政
策
運
営
の

考
え
方
と
し
て
、
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
型
で
は

な
く
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
発
想
を
取
り
入

れ
る
べ
き
」（
古
賀
伸
明
・
日
本
労
働
組
合
総

連
合
会
会
長
）、「
成
長
戦
略
と
相
ま
っ
て
、

富
の
公
正
な
配
分
、
格
差
是
正
、
良
質
な
雇

用
機
会
の
創
出
、
雇
用
の
安
定
施
策
、
ワ
ー

ク
ル
ー
ル
の
整
備
、
そ
れ
を
遵
守
さ
せ
る
体

制
が
必
要
」（
逢
見
直
人
・
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
会

長
）、「
消
費
税
が
上
が
っ
た
場
合
、
そ
の
分

の
価
格
転
嫁
が
適
正
に
反
映
さ
れ
な
い
と
、

中
小
企
業
は
立
ち
行
か
な
く
な
る
。
公
正
な

取
引
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
施
策
の
打

ち
出
し
を
」（
眞
中
行
雄
・
Ｊ
Ａ
Ｍ
会
長
）
―

―
な
ど
と
発
言
し
た
。

　

ま
た
、
有
識
者
か
ら
は
「
雇
用
者
報
酬
の

低
下
に
よ
る
消
費
の
低
迷
、
産
業
空
洞
化
の

進
展
、
内
需
の
停
滞
な
ど
に
加
え
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
力
低
下
の
結
果
、
企
業
の
収
益
性
を

損
な
う
構
造
的
な
悪
循
環
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

こ
れ
を
好
循
環
に
転
換
す
る
た
め
に
は
、
生

産
性
の
向
上
や
取
引
環
境
の
改
善
等
に
よ
り

中
小
企
業
の
経
営
状
況
の
改
善
が
重
要
」（
高

橋
進
・
日
本
総
合
研
究
所
理
事
長
）、「
好
循

環
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
労
働
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
多
様
か
つ
柔
軟
な
働
き
方
の
推

進
、
そ
し
て
処
遇
の
改
善
、
雇
用
形
態
を
問

わ
な
い
能
力
開
発
機
会
の
提
供
、
賃
金
の
減

少
率
が
大
き
い
子
育
て
世
代
へ
の
配
慮
が
重

要
」（
樋
口
美
雄
・
慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
長
）

―
―
な
ど
の
問
題
提
起
が
あ
っ
た
。

企
業
か
ら
報
酬
増
に
前
向
き
な
発
言

　

第
二
回
目
の
会
議
で
は
、
甘
利
大
臣
が
消

費
増
税
に
よ
る
反
動
減
や
持
続
的
な
経
済
成

長
に
つ
な
げ
る
た
め
の
投
資
減
税
や
五
兆
円

規
模
の
経
済
対
策
な
ど
を
説
明
。「
企
業
の

賃
金
上
昇
を
強
力
に
促
進
す
べ
く
、
経
済
政

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
所
得
拡
大
促
進
税
制
の
拡

充
を
盛
り
込
み
、
足
下
の
経
済
成
長
を
賃
金

上
昇
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
前
提
に
、
復
興
特

別
法
人
税
の
一
年
前
倒
し
で
の
廃
止
を
検
討

し
、
一
二
月
中
に
結
論
を
得
る
」
と
の
政
府

方
針
を
示
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
製
造
業
を
取
り
巻
く
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
二
つ
の
企
業
が
報
告
。
豊

田
章
男
・
ト
ヨ
タ
自
動
車
社
長
は
「
足
下
の

景
気
が
改
善
し
て
い
く
中
で
、
自
動
車
メ
ー

カ
ー
と
し
て
、
個
人
消
費
を
活
性
化
し
、
日

本
経
済
の
成
長
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
き

た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
る
。
日
本
経
済

と
企
業
の
持
続
的
な
成
長
に
向
け
て
は
、
従

業
員
の
将
来
へ
の
安
心
感
を
確
保
す
る
こ
と

が
何
よ
り
も
大
切
。
そ
の
た
め
に
も
、
雇
用

の
安
定
の
上
に
賃
金
を
含
め
た
処
遇
全
体
の

維
持
・
向
上
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

業
績
の
改
善
を
報
酬
に
還
元
し
て
い
く
こ
と

を
検
討
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、川
村
隆
・
日
立
製
作
所
会
長
も
「
来

年
度
は
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
が
あ
る
こ
と

も
考
慮
し
、
ま
ず
今
年
度
に
計
画
ど
お
り
の

事
業
成
長
を
実
現
し
、
そ
の
上
で
従
業
員
に

対
し
て
は
賃
金
の
対
応
を
含
め
て
総
報
酬
に

つ
い
て
従
来
の
対
応
を
見
直
す
こ
と
も
考
え

た
い
」
な
ど
と
報
酬
の
引
き
上
げ
に
前
向
き

な
発
言
が
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
有
識
者
か
ら
は
吉
川
洋
・
東
京

大
学
大
学
院
教
授
が
、「
名
目
賃
金
の
低
下
こ

そ
が
日
本
の
デ
フ
レ
を
説
明
す
る
重
要
な
鍵
。

賃
金
は
デ
フ
レ
ス
ト
ッ
パ
ー
の
役
割
を
担

う
」
と
発
言
、高
橋
日
本
総
研
理
事
長
も
「
基

本
給
な
ど
の
安
定
所
得
が
一
％
増
え
れ
ば
、

消
費
は
〇
・
九
％
強
増
え
る
一
方
で
、
ボ
ー

ナ
ス
な
ど
の
一
時
所
得
が
増
え
る
場
合
は

〇
・
五
％
程
度
の
増
加
に
留
ま
る
」
と
の
分

析
結
果
を
紹
介
し
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
重
要

性
を
訴
え
た
。

「
収
益
の
改
善
を
賃
金
へ
」（
経
団
連
）

　

第
三
回
の
会
議
で
は
吉
野
家
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
、
全
日
本
空
輸
、
鹿
島
建
設
、
セ
ブ

ン
＆
ア
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
な
ど
の
代
表

者
が
サ
ー
ビ
ス
業
や
建
設
業
を
取
り
巻
く
現

状
と
課
題
を
報
告
。
ま
た
、
非
正
規
雇
用
労

働
者
の
処
遇
改
善
と
多
様
な
働
き
方
に
つ
い

て
議
論
し
た
。「
不
毛
な
価
格
競
争
を
続
け

て
い
る
限
り
生
産
性
は
向
上
せ
ず
、
賃
金

ア
ッ
プ
に
も
影
響
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ

る
。経
済
の
好
循
環
に
は
価
値
の
創
造
と
、緩

や
か
な
イ
ン
フ
レ
、
そ
し
て
賃
上
げ
が
重
要

で
あ
る
」（
村
田
紀
敏
・
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
Ｈ
Ｄ

社
長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）、「
客
室
乗
務
員
の
契
約
社

員
と
い
う
雇
用
形
態
が
採
用
競
争
力
の
低
下

に
つ
な
が
る
と
分
析
し
て
い
る
」（
篠
辺
修
・

Ａ
Ｎ
Ａ
社
長
）
な
ど
の
発
言
が
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
経
済
界
か
ら
は
「
多
様
な
働
き
方

の
選
択
肢
を
可
能
な
限
り
増
や
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
。
職
種
の
限
定
の
仕
方
な
ど
、
既

に
多
様
な
正
社
員
を
活
用
し
て
い
る
企
業
の
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運
用
実
態
を
周
知
し
、
勤
務
地
な
ど
が
万
一

な
く
な
っ
た
場
合
の
雇
用
保
障
責
任
ル
ー
ル

を
明
確
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
」（
宮
原
耕

治
・
経
団
連
副
会
長
）
な
ど
の
意
見
も
表
明

さ
れ
た
。

　

第
四
回
会
議
で
は
、
経
団
連
か
ら
提
出
さ

れ
た
資
料
の
な
か
で
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
企
業
収
益
の
改
善
を
、

さ
ら
な
る
成
長
へ
の
投
資
に
振
り
向
け
、
設

備
投
資
や
雇
用
の
拡
大
、
賃
金
の
引
き
上
げ

な
ど
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

加
え
て
、
復
興
特
別
法
人
税
の
前
倒
し
廃
止

が
実
現
し
た
場
合
、
足
下
の
企
業
収
益
が
従

業
員
に
適
切
に
配
分
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
経
団
連
は
、
賃
金
の
引
き
上
げ

を
通
じ
て
一
刻
も
早
い
経
済
の
好
循
環
が
実

現
す
る
よ
う
貢
献
し
て
い
く
」
と
の
文
言
が

盛
り
込
ま
れ
た
。

　

連
合
か
ら
の
資
料
に
は
「
月
例
賃
金
の
引

き
上
げ
と
格
差
是
正
・
底
上
げ
に
こ
だ
わ
っ

た
要
求
・
交
渉
を
行
い
、
経
済
の
成
長
と
所

得
の
回
復
を
同
時
に
進
め
る
べ
く
全
力
で
取

り
組
む
。
ま
た
、
底
上
げ
に
向
け
、
非
正
規

か
ら
正
規
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
の

で
き
る
人
事
処
遇
制
度
の
整
備
に
つ
い
て
労

使
の
話
し
合
い
を
推
進
す
る
」
な
ど
の
表
明

が
あ
る
一
方
、
政
府
へ
の
要
請
と
し
て
、「
政

労
使
が
マ
ク
ロ
の
観
点
か
ら
継
続
的
に
社
会

対
話
を
は
か
る
場
が
今
後
と
も
必
要
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
継
続
的
な
場
の
設
定

を
要
望
す
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

政
府
は
法
人
税
減
税
な
ど
で
環
境
整
備

　

先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
政
府
は
、
設
備
投

資
や
賃
上
げ
を
促
す
企
業
向
け
減
税
な
ど
を

含
む
五
兆
円
規
模
の
補
正
予
算
案
を
閣
議
決

定
し
た
。
ま
た
、
企
業
に
対
す
る
減
税
を
賃

上
げ
の
呼
び
水
と
す
る
た
め
、
復
興
特
別
法

人
税
の
一
年
前
倒
し
の
廃
止
も
決
め
た
。
一

〇
月
一
六
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
安
倍
首
相

は
、「
復
興
特
別
法
人
税
廃
止
の
趣
旨
を
経
済

界
に
説
明
し
、
賃
金
引
き
上
げ
に
積
極
的
に

取
り
組
む
よ
う
要
請
す
る
」
と
述
べ
て
お
り
、

減
税
分
の
賃
金
へ
の
還
元
を
求
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
三
年
間
の
期
限
付
き
で
二
〇
一
三

年
度
の
税
制
改
正
で
導
入
さ
れ
た
「
所
得
拡

大
促
進
税
制
」
に
お
け
る
適
用
対
象
の
ハ
ー

ド
ル
も
下
げ
る
。現
在
は
基
準
事
業
年
度（
二

〇
一
二
年
度
）
と
比
較
し
て
五
％
以
上
給
与

等
の
支
給
額
を
増
加
さ
せ
た
場
合
、
給
与
総

額
の
増
加
分
の
一
〇
％
を
税
額
控
除
で
き
る

仕
組
み
。
こ
の
実
施
期
間
を
二
年
間
延
ば
し

た
上
で
、
二
〇
一
二
年
度
を
基
準
に
し
た
給

与
総
額
の
増
加
額
を
二
〇
一
三
～
二
〇
一
四

年
度
は
「
二
％
以
上
」
な
ど
と
緩
和
す
る
。

　

二
〇
一
三
春
闘
が
終
わ
っ
た
後
、
労
働
政

策
研
究
・
研
修
機
構
の
モ
ニ
タ
ー
企
業（
約
九

〇
社
）に
対
し
、こ
の
税
制
の
利
用
に
つ
い
て

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
利
用
す
る
考
え
は
な
い
」

が
四
割
と
な
る
一
方
、「
利
用
方
針
は
未
定
・

分
か
ら
な
い
」は
六
割
に
上
っ
た
。要
件
と
な

る
報
酬
ア
ッ
プ
の
ハ
ー
ド
ル
が
引
き
下
げ
ら

れ
た（
緩
和
さ
れ
た
）こ
と
も
あ
り
、
個
々
の

企
業
に
お
け
る
給
与
総
額
の
増
加
率
次
第
で

は
、同
制
度
の
適
用
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
利
用
が
ど
う
進
む
か
も
注
目
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
対
策
と
し
て
、
賃
金
の

引
き
上
げ
や
雇
用
拡
大
に
取
り
組
ん
だ
中
小

企
業
が
、
通
常
よ
り
低
い
金
利
で
資
金
を
調

達
で
き
る
制
度
を
設
け
た
。
日
本
政
策
金
融

公
庫
が
低
利
で
資
金
を
貸
し
出
す
も
の
で
、

従
業
員
数
を
増
や
し
た
り
、
一
人
あ
た
り
の

給
与
支
払
総
額
を
増
や
し
た
中
小
企
業
が
対

象
と
な
る
。

　

非
正
規
雇
用
対
策
と
の
関
連
で
、
事
業
場

内
の
も
っ
と
も
低
い
時
間
給
を
、
計
画
的
に

八
〇
〇
円
以
上
に
引
き
上
げ
る
中
小
企
業
に

対
し
て
、
業
務
改
善
経
費
と
し
て
年
間
最
大

一
〇
〇
万
円（
三
年
間
で
最
大
三
〇
〇
万
円
）

が
支
給
さ
れ
る
、「
中
小
企
業
最
低
賃
金
引
上

げ
支
援
対
策
補
助
金
（
業
務
改
善
助
成
金
）

事
業
」
の
拡
充
も
来
年
度
予
算
に
盛
り
込
ま

れ
た
。

「
デ
フ
レ
脱
却
で
気
持
ち
が
一
つ
に

な
っ
た
」（
安
倍
首
相
）

　

政
労
使
の
文
書
を
確
認
し
た
第
五
回
会
議

の
席
上
、
安
倍
首
相
は
以
下
の
よ
う
に
総
括

し
た
。「
政
労
使
会
議
に
お
い
て
組
合
側
か

ら
も
、
経
営
者
側
か
ら
も
建
設
的
な
意
見
を

い
た
だ
き
、
協
力
し
て
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
し

て
い
こ
う
と
い
う
気
持
が
一
つ
に
な
っ
た
わ

け
で
あ
り
ま
す
」。

　

続
け
て
安
倍
首
相
は
、
①
企
業
収
益
の
拡

大
を
賃
金
上
昇
や
下
請
取
引
の
適
正
化
に
確

実
に
つ
な
げ
る
、
②
こ
れ
ま
で
の
正
規
、
非

正
規
と
い
う
二
元
的
な
働
き
方
を
固
定
化
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
形
態
の
正
規
雇
用

労
働
を
実
現
す
る
、
③
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
推
進
の
観
点
も
踏
ま
え
、
各
個
人
の
希

望
と
企
業
経
営
上
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
柔
軟

な
働
き
方
の
実
現
に
向
け
、
労
使
で
積
極
的

に
話
し
合
う
と
い
っ
た
共
通
の
認
識
に
至
り
、

好
循
環
実
現
に
向
け
た
確
固
た
る
土
台
を
築

く
こ
と
が
で
き
た
―
―
こ
と
に
大
き
な
手
応

え
を
感
じ
た
と
評
価
し
た
。
賃
上
げ
だ
け
が

テ
ー
マ
と
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
提

と
な
る
雇
用
や
働
き
方
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

労
使
の
意
向
を
盛
り
込
み
つ
つ
、
文
書
が
ま

と
め
ら
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
政
府
と
し
て
も
、
賃
金
上

昇
を
伴
う
経
済
の
好
循
環
を
一
刻
も
早
く
実

現
す
る
た
め
、「
思
い
切
っ
た
税
制
措
置
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
賃
上
げ
す
る
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
へ
の
補
助
金
の
優
先
配
分
や
、

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
処
遇
改
善
の
た
め
の

施
策
等
を
講
じ
ま
す
」
と
引
き
続
き
環
境
整

備
に
全
力
で
取
り
組
む
決
意
を
表
明
し
た
。

　

政
労
使
の
確
認
を
受
け
、
連
合
の
神
津
事

務
局
長
は
、「
政
労
使
が
デ
フ
レ
脱
却
と
経
済

の
好
循
環
実
現
に
向
け
た
認
識
の
共
有
化
に

努
め
、
一
定
の
と
り
ま
と
め
に
至
っ
た
こ
と

は
有
意
義
な
こ
と
。
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
て
、

企
業
収
益
と
賃
金
上
昇
の
好
循
環
を
つ
く
り
、

日
本
全
体
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
の
認
識
が
と
り
ま
と
め
に
盛
り
込
ま
れ

た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
こ
う
し
た
認
識
は
、

来
春
に
留
ま
ら
ず
、
消
費
税
の
二
段
階
で
の

引
き
上
げ
や
日
銀
の
イ
ン
フ
レ
目
標
の
時
間

軸
を
踏
ま
え
た
、
中
期
的
な
も
の
と
し
て
受

け
止
め
る
」
な
ど
と
す
る
談
話
を
発
表
し
た

(

一
二
月
二
〇
日)

。
加
え
て
、
連
合
が
主

張
し
た
「
大
企
業
に
焦
点
を
当
て
た
当
初
の

議
論
か
ら
視
野
が
広
が
り
、
中
小
企
業
で
働

く
労
働
者
や
非
正
規
労
働
者
の
賃
金
底
上
げ

の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
と
り
ま
と
め
の
柱

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
」
に
つ
い
て

は
、「
率
直
に
評
価
し
て
お
き
た
い
」
と
付
言

し
た
。

　

一
方
、
経
団
連
の
米
倉
会
長
は
一
月
一
日
、

「
経
済
の
好
循
環
を
実
現
す
る
」
と
題
す
る

新
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、「
企
業
業
績
の
改
善
が
、

投
資
の
拡
大
と
雇
用
の
創
出
、
そ
し
て
賃
金

の
引
き
上
げ
に
つ
な
が
る『
経
済
の
好
循
環
』

を
つ
く
り
出
す
べ
く
努
力
し
て
い
く
決
意
で

あ
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）


